





















































































































































(１) Otto Triffterer, Kriminalpolitische und dogmatische Überlegungen zum Entwurf
 
gleichlautender ,,Elements of Crimes“fu?r alle Tatbesta?nde des Vo?lkermordes, in:Bernd
 
Schu?nemann et al.(Hrsg.).Festschrift fu?r Claus Roxin,2001,S.1418参照.
(２) Triffterer,a.a.O.,S.1421参照.
(３) Triffterer,a.a.O.,S.1421参照.
(４) Triffterer,a.a.O.,S.1421参照.
(５) このトリフテラー論文は大きく分けて、「Ⅰ．導入╱一般的考察」、「Ⅱ．民族謀殺に関す
る目的イメージ」、「Ⅲ．展望」の三章から構成されているが、本稿では「Ⅱ．民族謀殺に関す
る目的イメージ」を中心とした紹介になる。
(６) たとえば、最近の文献として、東澤靖『国際刑事裁判所 法と実務』（2007年）などを参
照。
(７) Triffterer,a.a.O.,S.1426参照.
(８) トリフテラーは、議論を複雑化しない配慮として、「殺害による民族謀殺」を原則として
念頭に置いた議論をしている。Triffterer,a.a.O.,S.1425参照.
(９) トリフテラーは「それにもかかわらず、文献や判例においては主として、以下のような見
解が支持されている。その見解とは、保護法益が民族謀殺においては「社会的単位」としての
列挙された集団の中の一つであることが『もっぱら』だというものである。しかしながら、こ
の狭い概念は憂慮すべきものだと思われる。なぜなら、この概念は、全ヴァリエーションの実
現において「直接的・身体的に」関連する者の侵害された法益を度外視するからである。」と
いう。Triffterer,a.a.O.,S.1433参照.
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(10) Triffterer,a.a.O.,S.1433参照.
(11) Triffterer,a.a.O.,S.1429参照.
(12) Triffterer,a.a.O.,S.1429参照.
(13) この点について、トリフテラーは、「犯罪の諸要素」をめぐる問題は多々あるが、総じて
その存在意義を肯定的に評価している。Triffterer,a.a.O.,S.1430参照.
(14) Triffterer,a.a.O.,S.1435参照.
(15) Triffterer,a.a.O.,S.1435ff参照.
(16) オーストリア刑法５条１項には、「故意」について、５条２項には「目的」についての定
義規定がそれぞれあることから、このようなトリフテラーの理解は、故意・目的の内実の相違
を重視したうえでの理解であろうと思われる。
(17) Triffterer,a.a.O.,S.1442参照.
(18) Triffterer,a.a.O.,S.1442参照.
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